
意見望書

平成21年8月 108

総務省』情報流通行政局

放送政策課徴i:t

撃事告霊祭主喜:53ゆ凶器304

〈ふりがな〉ぎたくちゃやまち 17ほん 1ごう

を主義時:大級市北区茶屋町17番 1号

〈ふりがな〉かぶしきがいしやまいにちほうそう

氏名:線式会社毎日放送

(ふりがな) かわうち かずとも

{代表準君〉代表敬締役社長河内 ー友

「携帯端末向けマルチメディア放送の奥羽に向けた制度獲備に関する基本的

方針(案)j に関し、}JIJ紙のどおり慾5患を提出します。

注 1 法人又iま盟徐にあっては、そO):s称及び代表者の氏名を記載すること。

注 2 用紙の大きさは、お本工芸義綴絡A列 4識とすること。完IJ紙iこはページ番

号を記載すること。



芸IJ総

芸家主主箆所

全体  

主意見 コ 
.lj!. ~23 年7Jヨの地よテレピジ迅ン放送の発念デジ 11 }f.，1!:;1二{浮い寺社l閥均書きとなる
 

腐波数をF惑いて実現a:U怒る新たな放送iこ宛iすt:::*制度整機運襲i立、平成 20空宇 7月に|


君主りまとめられた rt襲俗言語米向iすマjレチメディア放滋サ-t:ス等のをり方iこ関する;


懇級会」報告畿の提言に沿って、再起像.'!苦撃事・ヂー告書撃の様々な僚級を柔軟に綴み:


合わせた、章者しい放送番絡の災現が可能となるような粋議員みとなっており、滋ね撃を


成だきる。


aなお‘本得意見募集どは]lIJlこ、 f滋{雷 放送の総合的な法然系のをり 15 答申

(覇軍)J Iこ対する意見募集会t行なわれているが、 f滋f欝=放送(f)総合的な法体系jの

|成立に先立って「携帯嫌米向 iすマルチメディア放送の災者毒iこ向けた制度整意義jが行

なわれるものと怒われる。本方針案が後のi麗債 放送の総合的な法体系!こよって大E

きな変東â:~究められるこどの緩いよう、整会伎には十分自己E撃すべきである。

2 無線路の免許(開設計障の認笈)に係るifilJf:霊護憲俄 

(3)務主主3十闘の認定の議事変 総務カバーE撃のま基準の策定!こさ話たっては、ブロックによって義な .M犬i兄、例えば i 

ぐり特定墓地局(f)蕊鐙及び開設時務 t也形による震局の数j¥や、命議後!こよる投資(f)効果を考E撃し、一律な2基準とするの

イ地方ブロック向  lす放送iこ係る基準 ではなくブロックに製詳した基準とするべきである。

(7) 療設計E誕の認定の沼から 5年以内 iこ、

ブロックによっては、地聖書の影響で拐さ語な霊長の特定基地罪悪を蕊援しなければなら

ず、言塁審議の投資が必要喜となる。響楽性を祭主Eうような後詰患な義地局混畿ではなく、

ブロックごどの事業性iこ商E慮しずこさ基準とするべ畿である。己一一竺
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袋線言語米や輔型の概酬が主な対象とされる本放送において払縦、自|

動車等により視線賓が移動した機会!こも受信できるま襲主業後繋備することは必要Eな
ウ室長選室、自動車等!こより視聴者が・� 

察ではあるが、地方ブロック向け放送ではブロックごとの妻都幾伎や総理的条件を調ei 
E撃し、一律な基準ではなく、池袋 iこ却し t=~事詩集とするべきである。

(2)認定の審査	
地方ブcツク向iナ放送iこ療して、統存放送事業者場参入!こー定の配E撃がなiきれて

①事費税の鼠砲の享有	
いることは繊切である。� 

イ地方ブロック向け放送受i二係る委託放送業務

;jSいては一時駆使ーンー;1:: 1&;;s1;-!糊ブー

放送されるメディアではあるが、長年にわたり5憲民!こ支持され、信頼2されてきた怒� 

@事持続コンテンツの占める護軍J合 存のアナねグラジオ番組の滋潟i立、新しいメディア普及の一翼きになると考えられるj

ことから、新規コンテンツと既存アナ悶グラジオ番組が桑款に編成されるようにす

るべきである。

マルチメディア放送の特伎を滋かした新規サ-1:'ス、新規ビジネス構築の鋭点
@いわゆるコマーシャルやショッピング号番組寄撃のお

から、制度によりその割合を媛号越するこ� kは放送事業者の議級編集の自由に係わる
めるおl会

ものであることから、事業者の自主的判断!こ望号ねるべきである。

(⑪一樹畑山…ス
ま患竣向け情綴の務会など番組内容を制度により緩和jする...とは、放送事業省の守番

豪語編集の自由に係わるものであることから、署事業者の自主的料鹿野!こ委ねるべきであ

!~。 

.剛
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; 
百んヂィ加HKと民放のこ問j山 棚 、 普 及 の 原 動 力 と な っ 吋 �  

lた。地方ブロック向け放送の宮普及、発袋、父受信機普及においても� NHKの参入が|

!必要霊友考えるのでNHKの参入について特段の制約を言葉2きない制度とするべきで� l 

jあ る。!

②古文送のヂジヲjレ化の流れにあって、唱者資放送も例外なくヂジ?}(，11::1こ取り綴主;ベ� l

昔?である。定義行のAMラジオ等草案は都市務総務取間穏やiゑ慾設備の更新潟懇等を抱
その他意見

えており、その務員長性の将来像が不透務であることから、マルチメディア放送への

参入は、音声放送要事業をAMラジオから新規メディアiこ移行していくシナリオと考

える。将来、マルチメヂィア放送の送受信環境が護憲った段階守、号普声放送事業の毒患

足をアナログからマルチメディア放送iこ移行できることを考慮した制度E華僑とす

るべきである。� 
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3-怒見書  

者報流透行政局'1総務省

平成  21年 8 Jl 7お

放送政策誤解<t

郵便番号890… 8570

かごしましとうらいも，う

住所鹿児島市街麗田

みなみに総ん!まうそう

氏名株式会社隔日ヱド放送

なかりら こう乙

代表取締役中村総治  

f携帯端末向けマルチメディア放送の災現に向けた鵠度整備に憶する基本的方針

(案)Jに関し、 JJIj紙のどおり意見を燦出します句。



患のlj字放送O¥2妻家並立会主主総決 

[携帯持者米ぬけマノレチメディア敗追去の 3怒号誌に{向けた税反撃事蓄に関ナる造基本的方針(案)J 

1:::対する主たる考え方

平成 21年 8月 7日

株式会社南日本放送

ラジオ務3義を喜号給して 551:手、長義主誌の皆様iこ愛される主文士法務総'i¥:として参ち

ました。絶滅の事事らしのーおとなるメディア誤差畿を行い、身近なさま?れ努事設を主義けるとと

もに、会長誌や大雨など災害常畿地の凝よ思議議長義マは、呉氏への防災・災予号線道i主主主送の最

もE主主主な使命であります。 

i機構機対芝府11 '1"-'"ノレチメディア欽送 J!土、!顎費を投じ、ま 7己主主々全t送事業者が多大な

投資をして援;すた資重な電波資器製毛・用いるものです。本マルチメデ、イア放送で新規コン

テンツ絡が紛れることは、 i亙E芝にとって議室議議のあることだと君主発事してお号ます。

一方、デレげをはじめ様々なメディアがうF、ジタルイ乙されつつおり設す心ラジオについ

ても都市総緩や夜間混信など、 AMラヅヌ十特有の難聴取改議が兇込1l"nるデジタルに、い

ずれ機意換わらざるを得ないと受け j]:めていますが、それには T刻j:の主主送の移行先とな

るデ、ジ!llレ金支送の制度が必要です。

その者懸念¥今回の「携帯端末向け γ ノレチメディア放送」の i地方ブロック向け放送」

会、終毛主としてはさ誌行の AMラジオ表立i涯の緩やかな移行先と伎を愛づけて、広域放送を行

っていくことが遜当と考えています。

今 i必の制度響詩~i請に当たりましでは、将次、アナ E グ放送ーがふ本?ノレデメディア放送 I:::f多

行できるよう、現行 AMラジオ放送のサイ?ノレの実現、生活思惑に老若緩した県域放送ーが可

能となる納品定数備を了強く望みます。

以上



きき

株式会千協同放送(耳IJ紙)

養素 鐙芸号  3意見  

[2ペ」ジ}

(1)実務する放送 

a盗致豆盤道亙墜を対象とん支当該地域向けの情報が受信できる放|複数の都道府県を対委員とする放送だけでなく、県域放i法の実現も必

送(以下 f地方ブロック rA]け放送Jという。)擦と考える。現在行われているアナログラジオのP軽減放滋は、生活

震罰iこ絞殺し、生活情報告d請け、住民の安全を確保する防災、災害報

議室iこ重量擦な実績を持つ。全車ifブロック[匂け放送の…音容によ桑波放送を

し、デジタルで将来にわたち空襲竣放送を奪還けることは事奪取者の

利益につながることから、アナ口グラジオの将来の移行会となる号事j 

E震基盤僚が必要と考える。

なお、県域放送については、「携帯主端末向けマノレチメディア放送サ

…l::"ス毒事の在り方に関する諸島課長会報告書Jでも支持おれているところ

である。



株式会社南自ヌド主交法句IJ紙)

百意 見

照設計閣官官コ認定の毒奪三室 (ω 

2 1!善意事長司の免許{関絞詩卜爾の認定) Iこ係る制度数合議 

(2)周波数の容を周

③上認の側対象地域どは使用内問波数については、想定|蹴数の釧問、ては 、 耐 の 聴 取 和 ニ ー ズ 、 淡 鍬 迭 の 実 綴

される電波の利F奇形態、視総務の利便。iキその他の事工援を総合的に;毛主どに鑑みて、長長考案放送についても怒定される後淡の利用形態とし

激怒した上で緩めることとする。 Iて検討することを符滋寸る。

CD特定基地周  (J)商日蓄量及び開設時期

イ地方ブロック向け放送i之総 Qt告準
的事喜設計爾のま容定の日から 5主匹以内?と、各般送対象幸護者棄に御l地域の豪華浜支晃模や人口、さらには地緩や総理的条件など総合会告に勘

り2当てるf莞波数字帯淡憶や客数?致事事を踏まえ認める盆登乏/， 案して、事後伎会復なわない程度にカパ…率ならびに雲寺刻の基準金

ニ翌忽議塗を繍たすよう特定義地締役配置すること。 去をめることとしていただきたい。

(イ)放送対象総域内の各務滋府県において特定基地主司令議号室霊す

ご之監塑l五銭ゑ丞主主を機7とナこと。



株式会社南日本放送(別紙) 

言察当箆所 
  

[4ページ]
 

3 委託放送業務の害容lE'iと係る楕u度整備


(か委託して行わせる放送に係る周波数


②上記①の放送対象地域ごとに指定することができる周波数につ

いては、受託放長会合する無線局主祭るゑ焚友刻、放送の多元般の

者童保その他の率宅覧会総合的に勘案したよ守支定めることとする。

ーベー叶
(2)認定の審査

⑤新規コンテンツのおめる害l合

3意見

指ナることが出来る周波数は、!県域放送が可餓となるようl!i2li主を

狩滋ナる。県域放送lこ関する符えJ.il立前述の通りである。

現在行われているアナログラジオの県域放送は、金約話題iこ草若者し、

主主活情報を届けるとともに、住民の安全を羽海燥する防災、災答報道

に還を護まな実績を持つo ここれらの実績とニ}ズを充分に徽2殺して、現

;犯行われている放送金本?ノレチメディア放送におわても災害患でき

;るような級会とすること撒く勤。



意見苦手

平成21年8A5お

総務省情報流通行i政局

放主張放策課御中

手7昔日…8565

えひめけん3まつや注した吋わら首長ち

愛媛然宅金illlTi竹D京町1-10-7

かぶしきがいしゃえ J与えむえひめ

株式会社以ブヱム愛媛

だいひょうとちし法りゃくしゃもよう しろいしのりかず

代後取締役社炎 白石統一

「携徴主総末{蒔けずJレチメディア放送の実現に向けた幸1J1l芝議官織に関する義ヌド方針(案)J Iと話遣し、

患IJ紙のとおち蕊~を提出しま十。



前文営業箇所

全体的な方針

(2)護憲人の枠組み

意見

?金銭字書端末[向けγ/レデメディア欽主義J 1';1:，映像・音機

データ毒事の嫌々な?寄幸1!1?~長軟に組み合わせて放送主義級

きを提供できるということは、受信者も携帯綴米で様々

なサーピスを主主できるもの あることから、総本的

な考え方に賛同す‘る。

参入の枠総みにおいて「受夜放~.委託放送縦波 j 令採 

}ねすることは、よりさ多くの放送機線機供者が参入でさ

ることとなり賛同する。



意見議事

平成 21年 s月 48

総務省情報流通行政局

絞滋政策線殿

郵俊幸番号:556噌 8510

住所:支配持*'政治謀議官議官 1-3 1ー 

氏名:様述築技ム多主主実藤
代淡取締役社後震活'1;..5長 

f携卒務機米i如t'Y'Jレチメディア放送の災害廷に向けた慾u皮幾備に燃する裟本的方

針〈然)J Iと鴻し、別紙のとおり意見を提出します。



臨選

「携帯主務ぬけマノレチメディア放送の実現に i向けた制!交を撃す議 iこ関する基本的方針 (~)J 

iと対する;隊JI，

『前文』について

受信7彰台裂として、後殺害車話等の指導者李総米だけではなく、主審載型の線数受信機も対象とし

て明記されていることに害者間いたし設す。弊伎といたしましでは、いわゆる� f携機織米J

の中には、� CDラジカセめような屋内で鍛え澄かれている可綴燃の全ての告をf没後も対象とし

ていることと理解いたします。

ノレチメディア放送については、様々な事業容が長宗教にそγj<持者ヂ端末向けr!こまた、Jt'l'� 

の創意工夫令発揮し、話事準装な事業者が参入し、紛と像・音華響・データセ専の事華々な務事院を柔軟

に総み合わせて放送番主主役者量供できるような枠組みとするJとの基本的考え方に害者間いた

します。� 

lf'1 全体的な方量対について

ぎを宮古・委託放送総度の採鼎立、芸員られた周波数に;波数のせ手数学すが放送滋組提娯議として

参入する衿手立みとして適切であると考えます。

ま?と、� γ ルチメディア放送の事普及及び義主食な発達を2おる観点、からも、放送以リアやまtJ議

機の普及苦十闘などにおいて、委託泳滋事業者のみではなく、受書記主主i法事業者にも必定の役

割合持たせていることに事空間したし家す。� 

変革察縦』についてj係る;担!ζJ緩め認定i君臨総局の免言午(開設計W2 

(1)の rt支術基準Jについては、現在、� VHF-LOW燃に導入される方式について、� 3ゼ

グメント」廿まえも規定されており、この)j王えを採刻することで、地方ブt:1ック� I"Jけ?ノレチメ

ディア放送を魅力ある新メディアとして構築することができると考えます。マルチメディ

ア放iゑの努及発般には、ヲン匂グなどの統存メディア以上司〉魅力あるサーとナス提供が不可

欠であると考えますの

次に、護霊長雪、事寺tこWE存� FMとの後{誌は、� FM定女王設事業者が子LO¥写機γ ノレチメディア放送

検;淡に参入意向者ど持つため、数値で…;n:;告さに判断す・るのではなく、祁a.罪望書草のもと.a.いの

利益につながるよう総合的に判断する余地を残すべきと考えます。

また、� f放送対委員長臨主主ごとに後潟ぢせるB増設主義主j については、宅全持主主7プロック内で主主F請で

さ~ 01蕎淡雪設事事が、規主佐iきれる技術2率換の下、議長大となることを基本としつつ、災燃に各ヅ

口ツク� 1;:割り潟てられる}翻波数緩』立、ブロックごとの指名語伎を反映したものとすべきと考

えます。

地方ブロック向け放送の特主主装地局の護愛及び開設党時燃について、柔軟{没者ど持たせるこ



とは賛成です。

今後定められる� f関紋詩十爾の認定の審査jの議事時撃については、世帯カバー織だけではな

く、主要鉄滋� 区銀資霊協のカバー率を含め総合的に喜平倒すべきと考えます。.. 

~3 委託放五設業務の総定に係る暗号度整暴言』について

表現の自由理事有篠宮撃において、� f新規コンテンツの必める苦手i合j に対する議事僚は、淡彩の

放送チャンネノレで淡れているコンテンツとの主義烈化がお約と理解し、放送以外のチャンネ

ルでのコンテンツは対委員ではないと淫解します。

また、番続規律については、マルチメディア放送が新しいメディアであり、その市場を

新たに形成する必議警があるという観点からも、でiきるだけ制限せず緩和することが望まし

いと考えます。

さらに、「いわゆる口?ーシャルやショッヒ“ング泌総簿Jや「地域向けの僚級j とL、った

特定ジャンノレの答率良のおめる叡会については、側混ぜの愛護毛;放送事業者挙伎で籾接持すること

なく、地域ブロック念体IJ)チャンネノレプラン告と総合約;こえるべきと考えます。� 

fその主主j 

NHKの参入については、� NHKの資産、ノウハウ惑と活用することがマルチメディア放送

の発展につながると海え去す。

マルチメディア放送の溌燥のためには、今回若手入おれる?ルチメディア放送金てがまを侯

可能な受信機の幸子及後激主宮殿も望ましいと考えます。このため子LOW.V-HIGIまさを対応受

信機の普及施策について、サ-]:;'ス受給者である泌氏の利益そ考え留として英文り総ゐこと

安要望します。

以� 1: 



意見書

平成  21空宇 8 Fl1013 

総務省情報涜還行政局

放送政策謀総中

重事後著書努 310-8533 

金続審議繋野義言葉官もiA?1-4…8

氏名 誉言寄皆主会主主家議
代表締役投薬当時3222 

f携翁端末向  Iすマルチメディア放送の実現!こ向 iすた iflijt.寵幾備に闘する J基本的

方針(案)J (::弱し、別紙の通り意見を提出します。



「一一一…一一議函孟一一一

:議文(1頁〕ヰ� -5行目� 

..r議事務性・移動段Jと、不特定多数のものに対して

!荷量寺iこ主主接情報を援供することがでをる� F放送Jという弱者

の機能を有する縛� ・a

清言文� (1 j[) 7 -8行問� 

1省且監事t~裂にはない新しい放送番組の実現・・・

げ きを体的な方針� (2頁)� 

i (3)総選芝慈儀iこ言語たっての基本的な考え方

・図民のこ…ズ!こ適合した健全な放滋が最大浪

に普及して公共の字詰祉の増進iこ書誌がるよう・� 

2 然綴織の免許(開設計苦患の認定)係る斜度整備� 

(2)罪悪波数の使用� (2頁〉

「 議見�  

! カ…ラジオが将来デジ$1ル放送専用(f)総裁型受緩ま襲来iこ替わる時代になるc!::、|

アナログ妓相すによる従来型の議声紋送は継続が危ぶまれることになる。

このた占色、従来型育資放送事業者がヂジ空� Jl-主主迭を活用で否きる道を今閣の制度繋

綴において綴保されることが望ましい。� f携帯製・移言語性J c!:: r放送Jというこ

!とが蓄基件であれば、従来型官普賢放送のサイマル放送であってもその婆件を満たす;

ことを昔話度設計の中で羽議iこしていただ百きたい。

新しい事番組の範襲警'â:: ÎA く捉えて、 ~Jえば地方ブロック向 iナ放送において、従来

滋衰声放送iこデー告または映像〈罪事i上飯を含む)'a::多重する形式であっても、� 

j 新しい放送著書総亡して認める縦度にすることが獲恋しい。

} こ� (f)f.語iま極めて3重重要である。地方ブロック向け放送においては、地域情殺やま也

緩ニュ…ス等、主主主義!こ諸島係する察病(f)放送が士融持完全祭器3ニーズ、つミ実り� 5自民のニエ� 

j ーズに会妻女ずるのであるから、こうした地滅後3意向け放送が笈蕊できるよう斜度� j

|設計をしていただきたい。

ツク(ti](す放送で一線セグメントの一部チャンネルについて、各都議府:

県の特緩基総局から潟該都道府堅議向けローカJl-番組を滋践できるよう、ハード佼

|綴の技術畿織を定めていただきたい。これによって、地緩向けの災警放送や地域 

i終有のスポ…ツ文化の放送が可能となる。� 

1 




童家主議官憲新� 

j 委託放送講義務Oa患部こ後.Q毒自tlJl霊祭綴 (51'i) 

(2) 襲撃定 ø~審まま

i 窓見

③、③にそれ号?れ総務tされている「効薬約な災零放送ム「地域i有け情報J fま

:緩めて蒙妥だが、務総の総会主溺iこ災いては‘こうした情報の絞集とその処都立、

主に都道室府泉滋後で行われている危このため、こうした放送の実現には各都道府

泉の幾滋ラジオ渇の詩!i，E震が茶話事寺されると;ニろである。地方ブロック向iす放送で

泳、燥機ラジオZ惑の議善意襲習を{還す曹tllJ霊祭織と祭滋ラジオ烏の蓑尽負担豪華3譲緩護霊祭希

望する。

[その他、よ昔日の際分で綴れない意見] 

地よテレビ放i議の3宅金デジタル化は、国策のーっとして多大な国家予算を投入して災施会れた。携宇野端末向けマルチメディア放送l立、

その延長線上で爽施設れるものであると考えられるから、特lこ90-108MHzの朗波数字帯に既存の県域ラジオ局が参関する場合に� 

l士、ぞれ相応に簡潔予算の援助を措置できるよう要望する。

以上�  

2 




意見書

平成  21年 8月 10日

総務省情報流通行政局

放送政策課御中

干 530-8580
おおさかふおおさかし舎た〈てんじんほし

大阪府大阪市北区天神橋 2丁目北 2-6
かぷし舎がいしゃ えJ与えむはちまるに

株式会社  FM802 
きや みちお

代表取締役社長木矢道雄

「携帯端末向けマルチメディア放送の実現に向けた制度整備に関する基本的方針(案)Jに

関し、別紙のとおり意見を提出します。



別紙�  

3.委託放送講義務の認定iこ係る倒産議機� l 

(2)認定の泰宏 t色方ブロック向iす放送に関してー震の配慮がなZされている点は護軍鑓でき|

①表現の闘僚の享有� jますが、内浴な立ち上げを殴り、今後発擬していくためには� f雲監務の自由

ウ アおよびイiこ掲げるもののほか‘日IJ途災施す jの家有基準jのより一層の緩和が望ましいと考えます。ただし、� f放送J Iま;

る参入希妥読ままの結果等も踏2支えつつ、放送の|社会約影響力が火殺いことから、定見夜(/)土色よ放送と濁様の外資規制を譲T

多気後の確保その総放送の普及及び健全な多量|必要があるど考えます。

還を図る観点から、者援現の吉正義のき葬有に係る蜘UI 

度を整矯Tる。

⑤新規コンテンツのおめる割合	 新しいメディアiこ新規コンテンツがa.、纂とされるのは当然ですが、既存!

のコンテンツであってもデ…タや映像害事後付加することによって、従来に

はなかった新規:コンテンツに成りうると考え設す。

携事警電絡が5華僑機のゆ殺となることが緩まをされている全面向iナ放送と遠
⑩受信設僚の阜期普及のための具体的な針廼	

い、総方ブロック[おけ放送においては受僚機の形態iま多般に亙ると考えら

れ3ます。そこできを像機普及のためには、� NHKの参入による議総供給や食

堂E強化に期待したいと考えます。



該当衝所 3設 Fも

⑪地方ブロック向け放送については、~放送対象

地提案において、その地域向けの情報のおめる審IJ

会

地方ブロック向け放送にとっては、ニュース、天気予報、交通情報はも

ちろん、イベント情報や観光情報など、その地域向けの情報の占める割合

が重視されることに賛聞いたし家す。その際にアナログラジオのサイマル

放送番組も含めて、地域向け情報の点める割合を比較審査の対象!こしてい
ただきたいと考えます。 

2 




意 見 書

平成  21年 8f!6日

総務劣後事量流通行政潟

放送政策審襲 撃事中

君事後議号 880… 0024 

会: 所 主宮崎県宮崎市捕まi繍2-78

氏 名株式会社工こっ7ぉム宮絡

代表取締役栓j走中原白光

「携帯然来肉けマルチメディア放送の災害克iこ向けた梧1m霊整鑓に関する基本的方針(終)J 

iこ関し、別紙のとおり隊見を提出し淡ナ。



議廷

.~普通泉長請の免許 認定の審査

・3器官五点女王監察芸能者tこは⑫「その他会脳級滋 XI立地方ブロック向け主主主悲:食休としての早期静

止えのために必要をとなる事項j とあるが、す/レチメディア放送学期室長2えのためには、同様の

際なさ愛習を主主送事業者の若草iこも設けるべ念。

.~委託京女滋繁栄者 認定の審査

・;/fr滅工コンテンツの占める割合、 tン羽ツピング番組の占めるi!lIJ合宅事と記載 iされているが、

放送機農肢の編集の内容は各放送専務総務が持つ個性が最も発揮謀れる総分であり、この内容

には会主主遣を本業者が創意工夫し日夜放五宏司旨行ペコている。このため新鋭口ンテンツなどの占

める君主!会のみでも悪劣をつけるのではえとく、総合的な番組編成街々々E援すベ念。

-そ 

5是認定icl診療主義者、委託放送事業者とも i受信設僚の王手鶏普及のた とまち

るが、友i':i袋全I!lI5くによって受信機ぜ口からの放送潟始とならないよう、マルチメディア放送

のネ期惨Jえのため、受信機普及策もf混合したマノレチメディア主主主設会体として普及政策安狩

裂する。

以上



意見書

まま10寺8J造事21平成� 

総務4撃情報流遂行政局

定文滋激策課街中

郵便番号� 430-8575

しずおかけんはままつしなかくと者わちょう

133-静隠県浜絵市中区常盤町� 42.住所
t 

しずおかえ点、;itむiまうそうかぶし告がいしゃ

氏名 毒事演ヱフ.J:ム放送株式会社

だいひょうとりし家ザや〈しやちょうすず告かずよし

代表取締役社長鈴木一喜� 

f主薬務総3食肉iすマルチメディア放送の実現に!向けた号制Yf:繁華裏備に演する基本的方針

(案)j(二総し、刻紙のとおり意見?を擬悔します。 



耳目紙

該当箆所� 言震え1 

基準社主露見はJlIJに全国� FM主主送協議議会より統一意見として提出いたしすが、追加意見として下記のとおり提出いたします。

[飾文1
ぶく� i翠氏に普及した援帯議務毒事の生母子響機米や車載型の� IZi:~翼下段の従来には無い新しい主主送著書農民の炎患見期符について大いに害者向し決す。

事多数受給機を受信設備として主義定し、移動しながらで� l上設の総建立縄米は移動端末だけではなく、ラジカセなど移動と閥定安合わせた受信

も後事設を7入手できる f繁華書数・移動後j と、不特定多;形室長やぜノレヂメディア端末として考えられる慰主主受信端末など範囲 ~L瓦く対委員とし

書設の殺に夫きして潟雲寺に言主主幸俊幸義令撃を鉄十ることができ;ているものと芝塁線します。


る� f主主遣をj という荷者の者薬害IH旨手写する新たなメディア


としてその実現が期待されるものペである。


時聞や周波数帯域を柔軟に利用するととにより、映

像・留目撃襲・データ等の様々 なf督率設をど言柔軟に組み合わせ

た、従来にはない新しい放送著書紛のき義務が期待される

;もの<:ある。 

(2葉署線潟の免許(開設計演の奪容主主)� Iこ事長る総度整綴i

(2)周波数の使用

@上昔日②の放送対象地域ごとに俊F脅させる周波数につ|数放の利用形態や視聴者の利後伎など令総合的に勘案の上、定めるとあるとことに索

いては、惣定される電波の利用形態、祝勝者の利便性|肉し決す。今後、技術的に可能であれば観聴者の生活情報(特に災機関滋情報)に

その他の事項を総合的に激策した上で定めることとす|有期な車部分された放送区域(例えば燥機)合検討する余地合産量十ぺきと考えます。� 

::5

-1-

0 



意見書

本成  21年 8}j1 0日

総務省i情報流通行政潟

放送政策課御中

郵俊幸番号 460-8578 

(ふりがな}

住所 主き1呈苦手広町あ議 3-20-17 

osプラザ 17F

(ふりがな}

かぶしきがいしやむ。ぷ えSえをr

氏名 株式会社  ZIP-FM

代表者氏名 官接揺蕗 

f主絡事務端末向けずルチメディア放送の災現に向けた制度整備に認する抜本的

方針〈案)Jに関し、別室長のとおり放免をと提出します。



BiJ級機式

一一一「�  

き業主語箇所� : 意見

2基本方針(男総〉 記� 3蓄財t放送多額 「携帯端末i却すマルチメディア放送サービス毒事の殺り方に思議する懇談会j毅告警察� P141と?ピジ|

務の認定に係Q制度整綴� 1*スモデル'のイメージ(科会、サービス内務等)J主主記載されている。� 

そのので、さ訟弱肉Itと、地方ブ]:1ツク向けとの差がはっきりとわかるのは、料金の袴え方の苦言分

と考える。� 

基本方議t~とはっきりとこのような迷いが舎かれていないが、報告事務で記載さ5れた内務の濃いは

今後!の方針。以罪撃にはっきりとさ晃れるのでしょうか。� 

L一……………一

l 

i



別紙様式

該当箇所 意見

基本方針(案) 記 3 (2) ウ倒 「携帯端末向けマルチメディア放送サービス等の在り方に関する懇談会」報告書 P25にマルチ

新規主ンテンツの占める割合 |メディア放送の定義の項で“「マルチメディア放送」の定義を定めることが必要である。"と記載

されている。今後、定義がなされ、これに沿ったコンテンツの割合が規制されるのであると考え

る。

しかし、既存の音声放送、テレピジョン放送以外が新規なのか、それとも既存の音声等のコン

テンツと映像等のコンテンツを複合した放送なのか、既存の音声放送でも内容が新規であれば良

いのか、どのように考えているのでしょうか。

コンテンツの内容によって、表現手法は異なってくるものなので、効率良く電波を使用する等

一定の規律は必要と考えるが、柔軟に編成できることが望ましい。 

2 



別紙様式

該当鐙所� i 意見� 

i主主太方針{衆) 記� 3 (2) ウω新規コンテンツの障喜多きを始め機幸容綴ラ支出3け?ルチメディア放送に恕待される社会約役割Iや昔話皮

受信設備のE昇殿普及のための梨告さ・技術的繰越に慢する検討を、浅在� rVHジ� LOW幣マルチメディア放送捻進協議会� (VL

体約な計理主 トp) の場マ貌在検討中です。

しかしながら広く受信設に対し受け入れられるためには、受信機のZ存期普及も非常に重要であ

ると湾えます。

そこで、受信機製遣をメーカーに対し、受f愛者の経務委主主患を考慮し、受イ僚機は向日寺にひとつの機

綴守、� V-HIGH及びV-LOW、カーナザ、ワンセグなど、?ノレチiこ受信マぎる裕子反省ど安価

によ詩3撃し普及令{起す必援がみると考え亥すが、受僚機製造メーカーに対し、どのように対応され

るのか、お考えをお教えいただきたい。� 

3 



意見書

心

平成 21 年 8~5B
総務省情報流通行政潟

放送政策課練中

郵便番号

住所

郵便事態券

住所

氏名�  

審議
噌 

・

H

H 4
E

4
2
Z

E
E 

引 

昔
前
凧

7乱、ひょうとりしまりや〈しゅちょう 場ゅラ� c
代表取締役社長 山悶

やまだ

経持

100 6104 

議議議主
…

主長良家笛話三γ議11番� 1琴
かぶし舎がいし争 ほろそ~

株式会社マルチメディア放送

夜軍議議J袋栓1言 語諸富特� 

刊
口
凶

4

一一一一丁
同
時
的

柏
崎

海
河

〈
区

。
だ
回

目
ょ
代

の
ち
叩
十

一
法
務

冶
役
尽

氏 名 謀議室註エヌサィ・ティ・ドコモ� 
号 

f指憲章警端末期けマルチメディア放送の実現!こ向けた縦波設備に織する義本的方針(業)J!こ調し、話IJ紙

のとおり意見を提出します。



1]紙11

f苦毒事襲ま請来向 1すマルチメディア放送 o:):~接現 iこ向|すた若手1Jf;霊祭繍!こ関する基本約方針(案) j(こ演して完意見提出の機会をいただき、浮く御礼申し上げ

ミ主す。っき涼しては、告別土の意気を以下のとおり援t起させていただきますので、お取り計らいの穏定しくお緩いE詳しよlずまず。� 

幹的方針(案}2ま基 当社主霊;e

全体的な方針 マルチメディア放送の立ち上げ，後2えにあたっては、ハード事業における妥翁

な殺奇襲投資によるエリア雪整備とソフト事業における多種多様なコンテンツ提供;

が一体として行われることにより、ユ…ザjこ対し漉切な科会による多機な放送|

サービスの援供がなされてし、くものであることから、免許等の認定にあたって� 

i立、ハード者葬祭の投炎の縫全性やソフト喜葬祭の多様性事発展殺に配意してい

ただきたいと拷えます。

認書翼線局の免許{言語霊堂針函の認定)Iこ係る制度整備 放送における特定墓地局斜度の初めての遜用にあたり、� 5ま事務というま霊長E濁

。)開設計E蓄の認定の革審笠 守全国90%の蛍事葬祭カバーすることが条件とされておりますが、これは渓隣

念特定墓地潟の霊a~霊及び開設時議 企業が新たな事業を立ち上げるにあたって緩めて高いハードJむとなるもので

ア会箆附放送に係硝準� l あり、採算の見通しが簿られず事業伎を損なうおそれが添いと考えます。

(7)額設計腐の認定。〉白から� 5年以内jご、全閣で したがって、滋議カバー率の設定にあたってはも努力昌探とする等、� 5義教な基

の世帯カパー率が分の九十以上になるよう 準としていただくことが必妥と海えます。
に特定墓地局を震設すること。

〈イ〉務絞百十回の認定の尽から5年以内i二、全閣で 家ずこ、各地域におけるま基準!立、士患若童約条件後考慮する必要があり、一律の喜基

でt!るだけ均衡のとれた罪事で受信で寄る環壌 準の設定iこより基地局投焚の大憾な増加を緩くことで、議業性愛績なうことに

をき襲奇襲するためまをめる基準を満たすよう特定 繋がらないよう配意されるべきと考え家サ。
義治局後配置するよニム

ウ鉄道、自動主義者事{こより視聴豪華雪が移動した場合!こも ・ 者葬祭罪悪始室長続期間で鉄道路線・鼠動車道路毒事へのこEリアカパーを求められる

受信できる糊を整備する協定める特定都局の|

関 びーこ制基準掛けこと l
ことは、事業伎を擦なうおそれが滋いことから、努力宗春撃とする等、柔軟な違憲

準たしていただ務たいと善意えます。



3 ~霊祭放送業務の認定!こ後-5総獲警告霊 

(1)委託して行わせる主主滋jこ係るj濁波数� 

③放送対象地域ごとに綴1設することができる周波数!こ

ついては、受託放迭をする然線局に係る免許方針、

放送の多元性の維係その他の事項を総合的に勘案

したよで定めることとする。� 

(2)認定の審査� 

@その他全覆放送又iま後方ブロック向iす放送さを寺本とし

ての早期普及のために必婆となる事項

-マ)(.，テメディア去女王義iま新たなまま季語の導入を主義まえたそナ…どスであることから、

j濁波数の¥!iIJ言語にあたってはサービスの幾絡を若苦慮したプ主主去としていただきた

いと考えます。

.r携帯ま語末潟iすマルチメディア放送サービス警の夜り方iこ費毒する懇談会毅会

書JIこおいて示会れたとおり、マルチメディア放送の毒事象遜堂iこはりスクが伴う

ことから、ハ…ド護織のインセンティブを護保サるために、ハード事業者会f優

先約にソフト事量産翁どなれるような措霞が必華H::護者~~首す。

以上


